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＜新任紹介＞  

着任のご挨拶 

三木
み き

 裕和
ひろかず

  

 

 

兵庫県の障害児学校教員として

32 年間勤務し、2011 年から鳥取大

学地域学部に勤めました。 10 年を

経て、定年退職。1 年間、年金生活

を満喫した後、立命館大学産業社

会学部にお世話になることになり

ました。どうぞ、よろしくお願いい

たします。   

障害児学校では、重症心身障害

児の担任経験が長かったです。首

のすわっていない、いわゆる「ねた

きり」と言われる子どもたちです。

目と目でコミュニケーションでき

る子もいますが、最重度の子ども

たちは、笑顔はまれでした。いろん

な教具を作って努力しましたが、

心が通いあうことはむずかしく、

私はこの教育に向いていないのか

と嘆くこともありました。  

しかし、姿勢を少し変えただけ

で呼吸が楽になり、ホッとした表

情になる子どもを見ているうち、

子どもの気持ちが少しずつわかる

ようになりました。この仕事をで

きるかもしれない、と思い始める

のに 6 年ほどかかりました。  

自閉症の子、ダウン症の子、知的

障害の子など、たくさんの子ども

たちと学校生活をともにしました。

この仕事の難しさと喜びを学生た

ちに伝えられればと願いながら、

教育研究活動を続けています。  

鳥取大学では特別支援教育科目

を教えていました。立命館でも同

じような科目ですので、気持ちは

楽です。  
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鳥取と立命館を比べてみて、学

生の雰囲気はどう違うか。これが

意外にも、鳥取の方がよく笑って

くれたように思います。授業で「こ

こ！」という笑わせどころで、よく

笑ってくれました。立命の学生は、

その点、笑いに厳しい。渋い。お笑

いのメッカ、関西のせいでしょう

か。なかなか笑ってくれません。し

かし、よく考えてみると、鳥取の学

生も「愛想笑い」だったような気が

します。笑いと学問の両立は厳し

い･･･｡  

立命館の学生にも「きょうだい

児」がいます。話題を振ると「私の

弟は障害児です」と語り、よく聞く

と重症心身障害だったりします。

学生本人に運動障害がある場合も

あります。ある学生からは「放課後

等デイサービスでアルバイトをし

ているんだけど、ともだちをいじ

めたり、しつこくからかったりす

るダウン症の子がいるんですけど、

どうしたらいいでしょうか」と泣

きそうな表情で相談を受けたりも

しました。  

一見、クールな表情で授業を受

けている学生も、心の中でいろん

なことを考えている。悩んだり、困

ったり、ためらったり、そして、足

を踏み出したり。逡巡しながら前

に進もうとする若い姿です。石か

らしたたり落ちる清水みたい。授

業で笑わせようと腐心している我

が身を恥じる瞬間です。  

「 障 害 児 教 育 に お け る 教 育 目

標・教育評価」の研究を続けていま

す。仲間の研究者、学校教員は関西

が多いので、これから共同研究が

やりやすいなあと思っています。  

「未来を信じ  未来に生きる。」

末川博先生の碑文を拝見しながら、

この大学で、もうひと仕事がんば

ろうと、思いを新たにしています。 
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着任のご挨拶  

  宮尾
み や お

 万
ま

理
り

 

 

  

4 月に着任しました宮尾万理と

申します。言語・国際教育分野の一

員として、これから様々な英語科

目を担当いたします。  

生まれは滋賀県の湖東エリアで

す。猫のキャラクターで有名な彦

根城のそばにある高校を卒業後、

愛知県内の大学に進学しました。

そこでは英語や英語圏の社会文化

等を学びましたが、「大学 4 年間で

印象に残っていることは何ですか」

と尋ねられれば、「管弦楽団での活

動です」と即答してしまうような

学生生活を送りました。しかし卒

業後の進路を真剣に考えた時に、

「もっと英語力を高めたい、日本

の外を見てみたい」という気持ち

が強かったので、アメリカの大学

院に進学しました。院生として言

語学研究を行う傍らで、所属学科

の専門科目を教えたり、大学付属

の語学学校で留学生（主に日本を

含むアジア圏出身者、ごく稀にヨ

ーロッパや中東出身者）に英語を

教える機会に恵まれました。帰国

後は、京都市内のいくつかの大学

で英語関連科目を担当してきまし

た。  

研究の専門分野は言語学で、中

でも心理言語学に興味を持ってい

ます。この分野が追求する目標に、

「人間がことばを理解する過程の

メカニズムを明らかにする」とい

うものがあります。以前に行った

研究の 1 つでは、Someone shot the 
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servant of the actress who was on 

the balcony（誰かがバルコニーに

いた女優の召使いを撃った）とい

う、この分野では有名な文の理解

を 扱 い ま し た 。 こ の 文 は 曖 昧

（ ambiguous）で、2 通りの解釈が

できることにお気づきでしょうか。

1 つは「女優の召使いがバルコニー

にいた」というもので、もう 1 つは

「女優がバルコニーにいた」とい

うものです。ある研究者（Cuetos & 

Mitchell, 1988）がこれを英語の母

語話者に見せたところ、前者より

も後者の解釈が好まれました。し

かし、スペイン語の母語話者にス

ペイン語で書かれた同じ文を見せ

ると、前者の解釈が好まれたそう

です。文構造は同じなのに、言語間

で解釈の好みが分かれるのは興味

深く、多くの心理言語学者が理論

的説明を試みました。  

みなさんは上の日本語文で、ど

ちらの解釈を好まれますか。先行

研究でも、私が共同研究者と行っ

た実験でも、日本語母語話者は前

者の解釈を好みました。そこで、日

本語を学習している韓国人に読ん

でもらったところ、ある実験では

後者の解釈を好む傾向が見られま

した。韓国語と日本語の母語話者

はそれぞれの言語で前者の解釈を

好むのに、なぜ韓国人日本語学習

者は後者を好むのか。明確な答え

は分かりませんでしたが、第二言

語での文処理は作業記憶に負荷が

かかるので、それを軽減させるス

トラテジーを使ったのではないか

と推測しました。  

もう 1 つの研究分野・テーマと

して、大学英語教育でいかに思考

力を育成できるかということにも

取り組んでいます。高等学校の学

習指導要領では思考力・判断力・表

現力等の育成が掲げられています

が、過去 2 年間の大学入学共通テ

ストの『英語』では、文章の概要・

要点・必要な情報を把握する力を

測るにとどまりました。一方で、海

外の大学入学資格試験の多く（A レ

ベル、国際バカロレア等）は記述式

で、高度な批判的思考力が求めら

れます。グローバル社会において

他国の人々と対等に議論できる日

本人を輩出するには、大学英語教

育がどうあるべきかを模索してい

ます。  

これから学部の教育・運営に貢

献できるよう邁進いたします。何

卒よろしくお願いいたします。  
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＜自著紹介＞ 

小泉秀昭（著） 

『有機体的広告論  

-デジタル社会に向けてのもうひとつの広告思想-』(八千代出版) 

小泉 秀昭 

 

 

本書を出版できたのも、一重に

2021 年度立命館大学産業社会学会

の学術図書出版助成を頂いたおか

げと考える。学会の会員の皆さま、

産社共研の皆さまには心より感謝

を申し上げたい。本著は私にとっ

てはじめての単著である。退官を

迎えるこの歳まで、単著を書くこ

とができなかったことを恥ずかし

く思うが、単著を出す以上は納得

のできるものを書きたいと考えて

いた。  

この本で書かせて頂いた内容は、

私が研究者として過ごしてきた約

30 年間で少しずつ学び考えてきた

ことである。 30 代前半に MBA と

呼ばれるビジネス修士では学んだ

が、大学院の博士前期課程の門を

くぐったのは 30 代後半である。そ

の後 40 代前半で博士後期課程に進

学したが、実務を行いながらの学

びで本学に着任をする 48 歳まで実

務との兼務の中で少しずつ研究を

進めてきた。大学院に進学するの

か迷っていた頃、恩師に「小泉君に

は、研究者と実務家の懸け橋にな

るような研究をして欲しい」と言

われたことを今でも思い出す。こ

の本『有機体的広告論～デジタル

社会に向けてのもうひとつの広告

思想』も、そのような思いを持ち書

き上げた。  

広告業務に携わっていた 20 数年、

特に 20 代の頃は、思想や自分自身
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の考えなどなく、ひたすら目の前

の仕事をこなしていた。いつの頃

からそのような仕事の仕方に疑問

を持つ自分がいた。また近年広告

のデジタル化が進み、広告メディ

アの増加、広告価格の下落に伴い、

広告担当者は業務の増加とスピー

ド化に直面している。増加する業

務を減らすため、また効果を高め

るために、広告業務の自動化が進

み、ある意味広告会社の担当者は

パソコンのボタンを押すだけの仕

事になっている場面も見受けられ

る。そのような状況を打破するた

め、また人々から嫌われ者と思わ

れがちの広告の価値を高めるため、

新たな広告の考え方、広告思想が

必要であると考えた。そのキーワ

ードは「創造」である。  

恩師の勧めもあり、「プラグマテ

ィズム」やアーノルド・ホワイトヘ

ッドの「有機体の哲学」に出会った。

それらを少しずつ読み進める中で、

これらの思想を基に、広告の新し

い考え方を組み立ててみたいと考

えるようになった。彼らの思想の

根幹にあるのは「創造」である。「プ

ラグマティズム」の考え方ではな

いが、創造的な広告活動を行うと

いう目的をどう達成するかという

視点で論を展開している。また、創

造的な広告活動を行うために、広

告主と広告会社の取引の問題につ

いて避けて通れないと考え、その

ための章をかなり入念に執筆した。

この章のベースにあるのは産業組

織論のメアリー・パーカー・フォレ

ットの考え方である。広告取引に

ついては、 20 数年前から公益社団

法人日本アドバタイザーズ協会と

実態調査を繰り返し行った。その

調査内容を踏まえての私論である。 

章立てとして、1 章はホワイトヘ

ッドの「有機体の哲学」の思想をど

う広告業務に活かすのかという整

理を行った。2 章では、プラグマテ

ィズムの中で特に初期の代表的な

思想家であるウィリアム・ジェイ

ムズとチャールズ・サンダース・パ

ースを取り上げ、特にパースの「直

観の否定」や「アブダクション」か

ら、広告戦略の立案に関する視座

や、消費者インサイトへの展開に

関するヒントを得た。3 章では、フ

ォレットの「対立」の概念を用い、

広告取引を念頭に検討してみた。  

4 章は、それらをまとめる意味も

あり、これまで比較的広告業界で

用いられてきた「ロジカル思考」

「デザイン思考」「アート思考」の

整理及び課題を指摘しながら、筆

者の「有機体的思考」を明らかにし

た。  

2 部の 5 章からは各論であり、実

際の広告活動に役立つと思われる

内容を述べている。5 章の「有機体



8 
 

的広告戦略開発」では、マーケティ

ング分野で王道と考えられるコト

ラーの考え方取り上げ、それらの

分析を行う意味を検討した。6 章で

は、広告活動の大きな柱のひとつ

である広告表現の整理を、「広告の

目的」「広告コンセプト」「広告表現

アイデア」の流れで整理を行って

いる。また、オリジナルの整理とな

る「広告表現の 4 分類表」を提示す

ることができた。  

7 章と 8 章は消費者インサイト

について述べている。最初にイン

サイト力を身につけるための方法

を、リサ・フォーティーニ=キャン

ベルの『Hitting The Sweet Spots』

を参考に述べた。その後、石井淳蔵

と野中郁次郎・紺野登の考え方と

比較しながら、独自のヒューマン

インサイトの考え方を述べている。 

9 章から 12 章は主にメディアプ

ランニングについて述べている。

特に 10 章では、日本におけるメデ

ィアプランニングの歴史的な流れ

を概観しつつ、その主要な概念を

整理した。また質的なメディアプ

ランニングの立案に有用と思われ

る「The Day in The Life」「共視性」

といった方法・概念についても述

べている。  

3 部の 13 章から 16 章は広告取

引についてである。我が国ではあ

まり多く使われていない欧米の手

法の解説を踏まえ、過去 20 年以上

の実態調査・質的調査の知見を踏

まえ、我が国の広告取引の独自性、

そして今後求められる広告取引の

姿を提示した。そこでの基になる

考えは 3 章で取り上げたフォレッ

トの考え方である。  

補講として、広告教育論の章を

あえて加えている。それは、これか

らの広告をより良いものとするた

めには、教育は欠かせないもので

あると考えたからである。ここで

の記述は、ホワイトヘッドの教育

論と筆者の約 20 年のゼミナールで

の指導から得た知見を基にしてい

る。  

このように、ある意味総花的で、

多様な内容を本著は含んでいる。

もちろん広告は多様な側面を持つ

ものであり、この考え方に当ては

まらないものもあるかもしれない。

しかし、ここで取り上げたことが、

今後の創造的な広告活動を行うた

めのもうひとつの考え方として、

広告界を大きく発展させてくれる

であろう若者のヒントとなればと

考えた。ホワイトヘッドの考えで

はないが、退官を迎えた筆者であ

るが、その学びはプロセスの途中

であると考える。今後も多くのも

のを吸収しつつ前に進んでいきた

い。  
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ジェフリー・キダー著/市井吉興・住田翔子・平石貴士 監訳 

『パルクールと都市―トレイサーのエスノグラフィ』 

（ミネルヴァ書房） 

住田 翔子 

 

 

近年ますます注目されているラ

イフスタイルスポーツのひとつで、

都市空間を走り、跳び、登るのがパ

ルクールというスポーツである。

そしてその実践者であるトレイサ

ーに密着しながら、彼らの無謀と

も見えるパルクール実践が意味に

満ちあふれた社会的な世界として

現れる様子を活写したのが、当時

ノーザンイリノイ大学社会学部准

教授であったジェフリー・キダー

氏による Parkour and the City: 

Risk, Masculinity and Meaning in 

a Postmodern Sport（ 2015）であ

り、本書はその邦訳である。なお本

書を刊行するにあたり、 2021 年度

立命館大学産業社会学会学術図書

出版助成をいただいた。学会およ

び皆様に、深く謝意を表したい。  

本書は、序章から終章までの原

著に沿った 6 章に、原著者キダー

氏による日本語版への序文、なら

びに訳者による解題―パルクール

研究における本書の先駆性と課題

―を加えた構成となっている。  

序章では、パルクールという鍛

錬の文化を社会学的観点から考察

する意義について示されている。

第１章では、パルクールの起源か

ら世界的な発展、そして現代の制

度化に至るまでの歴史を包括的に

概観される。なかでも第 1 章では、

パルクールが世界的にメインスト

リームの文化や商品として成立し
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ていく「ビジネスモデル」への注目

が特筆に値する。第 2 章では、アパ

デュライの「グローバル・エスノス

ケープ」という概念を用いて、パル

クールに関するトレイサーの認識

枠組みが、どのように「オンライン

で生産され、変更され、消費される

か」が分析されている。第 3 章で

は、トレイサーのジェンダー・アイ

デンティティの形成過程が分析対

象となり、男性トレイサーも女性

トレイサーも、都市を冒険しリス

クを冒すことを通じて、パルクー

ルのスキルを開発することが提示

される。そしてこのプロセスにお

ける男性と女性とで異なるアプロ

ーチの存在を明らかにしている。

第 4 章では、リスクと安全のバラ

ンスをとる「ヘッジワーク」という

概念に焦点を当て、リスクに対す

るトレイサーの合理化された説明

や動機 /モチベーションと、ポスト

モダン文化の新自由主義的なレト

リックやポストモダンの経済的言

説としての新自由主義とが「共鳴」

していることが示される。終章で

は、このようなポストモダンなス

ポーツとしてのパルクールが、都

市空間を転用することを通じて創

造的に生きることにかかわる、ミ

シェル・ド・セルトーの言うところ

の「戦術」であることが考察されて

いる。  

パルクールは、 1980 年代にフラ

ンスのパリ郊外のシテ（第二次世

界大戦以降に建設された集合住宅

団地）に住まう若者たちの「遊び」

を基盤とし、都市にあるコンクリ

ートや鉄などの硬い構造物を設計

者の意図から離れて自由に移動す

る身体運動技術を開発・鍛錬して

いく運動文化である。 2000 年代以

降、フランスのアクション映画を

通じて世界に広がり、英米、北欧を

中心に実践者を持つようになった。

近年は、 2017 年に国際体操連盟が

正式に体操種目に認め、オリンピ

ックでの正式種目化を進める動き

があるなど、競技化、スポーツ化も

進展している。  

日本においても、 2001 年にリュ

ック・ベッソン監督による映画『ヤ

マ カ シ 』 の 公 開 、 そ の 後 の 各 種

TVCM（たとえば、ナイキ、ＴＯＹ

ＯＴＡ）でのトレイサーのパフォ

ーマンスに影響を受けた若者たち

が、映像を頼りに、パルクールの実

践を開始する。この当時、現在のよ

うに SNS 等が発達していなかった

が、オンライン上の掲示板での情

報交換、ジャム（トレイサー同士の

練習会）の参加募集が行われてい

た。そして 2014 年、日本パルクー

ル協会が設立され、その後も様々
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な団体が誕生している。  

また団体設立とともに、そのも

とでパルクールジムが運営され、

講習会が活発に開催されている。

加えて、パルクールは地域振興の

コンテンツに採用され、金沢市に

おいて「忍者パルクール」というイ

ベントが開催されてもいる。パル

クールのパフォーマンスが日本の

忍者を連想させ、それと結びつけ

るという試みは興味深い。さらに、

日本で人気のある SASUKE という

TV 番組にパルクールのトレイサー

が出場し、そのパフォーマンスが

パルクールへの認知度を高めるこ

とに貢献している。  

このように日本においてもパル

クール愛好者が増えてきている一

方で、アカデミズムにおける関心

は依然一部に留まっているのが現

状である。パルクールが世界的に

メインストリームの文化や商品と

して成立していくプロセスに対す

るキダー氏の分析は、日本におけ

るパルクールの受容と発展を検討

するうえで、非常に示唆的である。

また、パルクールが、それが実践さ

れるローカルなコンテクストとソ

ーシャルメディアの力を借り、ロ

ーカルなコンテクストを超えてグ

ローバルな広がりを持ちながら、

実践者のアイデンティティを問い

直すという「グローカルな営み」で

ある点は、スポーツ研究のみなら

ず、多様なモビリティの形態を検

討するうえでも、注目すべき点で

ある。それゆえに、本書の出版は、

日本のスポーツ社会学はもちろん

のこと、文化社会学や都市社会学

においても新たな研究の指針を提

示することになると期待している。 

なお、本年度中にキダー氏を迎

えての出版記念ワークショップを

開催予定であり、ご関心ある方に

はぜひ足を運んでいただければ幸

いである。 
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野原博人・森本信也（著） 

『理科教育の新しいパラダイム』（晃洋書房） 

野原 博人 

 

 

本書の刊行にあたっては， 2021

年度産業社会学会学術図書出版助

成をいただきました。学会の関係

各位および会員の皆様に深く感謝

の意を表します。  

本書は，編著者自身や共同研究

者による理科授業の実践を事例と

して，理論と実践の往還，融合を念

頭においた授業分析を通して，こ

れからの理科教育の方向性を提案

することを最大の主眼としていま

す。  

現 代 の 理 科 教 育 で は ， PISA ，

TIMMS，全国学力・学習状況調査

等において指摘されているように，

子どもが自ら自然事象についての

考えや知識を作り出していく学習

の実現が求められています。子ど

もが理科授業で自分なりの納得の

いく考えや知識を作り出し，子ど

もに学習の楽しさを感じさせるこ

とです。こうした理科授業の実現

には，子どもに寄り添う教師の姿

勢が切要です。本文で示される「ア

セスメント」は，ラテン語由来によ

る sit beside が語源であり，「側に

寄り添う」という意味を持ちます。

本書は，教師が子どもに寄り添い，

子どもが考えや知識を作り出して

いく理科授業を核にして展開され

ます。これらの理科授業について，

理科教育学に関わる学習論，方法

論，評価論，授業論に基づく分析を
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し，これからの理科授業デザイン

のあり方について論じています。  

また，本書では，章ごとに著者ら

による対談を掲載しています。こ

の対談は，これまで共に理科授業

研究に携わってきた著者らによる

「経験」についての「語り」といえ

ます。対談内容を読者が読み解き

ながら，これからの理科授業のあ

り方を模索したり読者自身の実践

を振り返ったり，様々な課題につ

いて深く考える機会の提供に試み

ました。  

本書の構成は，「第Ⅰ部 現代の

理科教育で捉える学力」，「第Ⅱ部 

理科授業における子どもの考えの

可視化とその評価」，「第Ⅲ部 深

い学びを促す理科授業のデザイン」

の三部で構成されています。  

「第Ⅰ部  現代の理科教育で捉

える学力」では，国内・国外におけ

る学力調査等の分析に基づき，認

知的スキル・非認知的スキルを吟

味し，理科教育における教授・学習

論について論じています。  

「第Ⅱ部  理科授業における子

どもの考えの可視化とその評価」

では，第Ⅰ部で明らかになった理

科教育における課題の改善を図る

ための方法論，評価論に基づく理

科授業デザインのあり方について

論じています。  

「第Ⅲ部  深い学びを促す理科

授業のデザイン」では，第Ⅰ部，第

Ⅱ部の議論を踏まえて，学習環境

の整備や対話的な学習の実現に関

する授業論を示し，深い学びの実

現に向けた理科授業デザインにつ

いて議論しています。  

本書は，理科授業における子ど

もの学習可能性の発見とその指導

方法の分析に試みました。この分

析を通して，以下に示すように，新

しい学習者像とこれを育むための

指導方法に関する視点を生み出し

ました。  

1 点目は，子どもの思考とその表

現方法についてです。例えば，物が

溶けて見えなくなってもそこに粒

として存在しているというイメー

ジを伴う理解は，将来の原子論的

な考えへと導く可能性を秘めてい

ます。イメージをはじめとする科

学概念の多様な要素を交えた理解

は，先の学習の重要な素地となり

ます。  

2 点目は，思考の表現方法の自由

度がもたらす学力についてです。

思考の表現の自由度を拡大するこ

とは，自分なりの論理を組み立て，

自信をもって粘り強く考えようと

する態度を育みます。認知的スキ

ルと非認知的スキルが表裏一体と

なって機能することが，子どもが
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自律的に考えを深め，発展させる

機会をもたらします。  

3 点目は， 1 点目， 2 点目で指摘

した活動を維持し，促進するため

の学習環境の設定についてです。

有用な学習は子ども一人では成立

しません。周囲にヴィゴツキーの

言う「有能な仲間」がいるとき，学

習はより豊かになります。自分の

学習にとって必要な情報を入手で

きるからです。このことを子ども

に自覚させ，その下で学習する有

用性を実感させることが必要です。

例えば，溶けることについての議

論では，粒論で考える子ども，まだ

粒論では考えていない子ども，皆

同じようにことばを使います。同

じことばで話し合いをしてもその

内実は異なっています。教師によ

りこうしたことが常に露わにされ

るとき，ことば，すなわち科学概念

の修正や拡大の必要性を子どもは

徐々に自覚していくのです。これ

は協働的な学習をデザインする意

味であり，拡張による学習として

具現化されます。科学概念の意味

を協働で深めるとき，はじめ使い

方が曖昧だった概念が教室という

社会で認知されていきます。科学

概念がバフチンの言う「社会的言

語」として精緻化されつつ教室で

受け入れられていくのです。  

4 点目は，１〜３の視点を統括す

る機能の充実です。学習可能性の

分析，すなわち，子ども個々の考え

の良さの発掘，それは教師と子ど

もによりなされなければなりませ

ん。教師のアセスメント・リテラシ

ーによる，子どもの表現の面白さ，

ユニークさの発掘が基礎となりま

す。多様な子どもの考えや表現を

教師による価値づけがなされると

き，教室で「沈黙のパートナー」と

しての子ども達は目覚め，アクテ

ィーブな学習者へと変貌していく

のです。アクティーブな学習者の

育成は，現代の重要な教育課題で

す。課題解決の端緒はここから開

かれます。上述した４つの視点を

結びつける授業において実現され

るのです。  

本書がこれからの理科教育にお

いて何をもたらすのか，実のとこ

ろ真新しいものを提案するに至っ

ていないかもしれませんが，「子ど

も」を主語とした理科授業デザイ

ンの発展に少しでも貢献できるこ

とを願っています。 
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＜エッセイ＞  

ロシア軍事侵攻と桃太郎  

有賀  郁敏  

 

学生への質問 

 

 4 月のある日、私は体育会に所属

する法学部生に練習の後、次のよ

うな質問をしてみた。 

 

有賀「桃太郎の話を知ってる？」 

学生「はい。おじいさんとおばあ

さんに育てられた桃太郎が、犬と

猿と雉にきびだんごをあげて鬼ヶ

島に鬼退治いく。桃太郎らは鬼退

治をして無事に戻ってくる、かな」 

有賀「そうだよね。ところで、桃

太郎の鬼退治を正当化する法的根

拠は何かな？」 

学生「？」（質問の趣旨が分から

ず） 

有賀「桃太郎らの鬼退治が法的

にどうして許されるのかな？」 

学生「それは、鬼が村人を襲って

村から財産を奪いとったものを桃

太郎が取り戻したのだから、よい

のでは」 

有賀「でも、鬼が村で暴力の限り

を尽くして村人の財産を乱暴に奪

ったことが物語のどこに書かれて

あるの？」 

学生「？」、他の学生「それは、

読む人が想像するんです」 

有賀「想像ということであれば、

桃太郎が鬼ヶ島に犬猿雉を引き連

れて鬼を虐殺し、財産を略奪して

村に戻ってきたというストーリー

だってありうるよね。しかも、鬼ヶ

島での対立は話し合いではなく力

＝暴力だったわけで、それは許さ

るのだろうか？」 

学生「？？？」 

有賀「実は、この話はぼくのオリ

ジナルではなく（幾分、ぼくの考え

を付与しているけど）、芥川龍之介

が「桃太郎」という作品の中で書い

ている。アクターは一緒でも物語

の主題を反転させて、まったく別

のストーリーにしていて面白いね。

ちなみに同じ手法で芥川は「猿蟹

合戦」も書いているよ」 

学生「面白そうですね」 

有賀「岩波文庫で読めるよ」 
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芥川は「桃太郎」

で次のように書い

ている（写真：芥川

「桃太郎」『蜘蛛の

糸・杜子春・トロッ

コ』岩波文庫）。あ

る個所を引用しておこう。 

 

 「桃太郎はこういう罪のない鬼

に建国以来の恐ろしさを与えた。

鬼は金棒を忘れたなり、「人間が来

たぞ」と叫びながら、亭々と聳えた

椰子の間を右往左往に逃げ惑った。

「進め！進め！鬼という鬼は見つ

け次第、一匹も残らず殺してしま

え！」桃太郎は桃の旗を手に、日の

丸の扇を打ち振り、犬猿雉の三匹

に号令した。・・・飢えた動物ほど、

忠勇無双の兵卒の資格を具えてい

るものはないはずである。彼らは

皆あしらうように、逃げまわる鬼

を追いまわした。犬は唯一噛み鬼

の若者を嚙み殺した。雉も鋭い嘴

に鬼の子供を突き殺した。猿も・・

鬼の娘を絞め殺す前に、必ず凌辱

を恣にした・・・」。（芥川、282 頁） 

 

 歌にもなって人々の心に刻み込

まれているよき桃太郎は残虐の限

りを尽くすヒール役に変身してい

る。こうした桃太郎像は芥川のみ

ならず他の小説家や文人らによっ

ても描かれているのだが、ロシア

軍によるウクライナでの蛮行とも

重なってくる。 

 

鳥越『桃太郎の運命』から 

 

もう 40 年以上も前になるが、一

般教育科目（今の教養教育科目）

「児童文学論」の講義で、私は様々

な「桃太郎」と出会った。授業担当

者は鳥越信教授、鳥越先生は学生

に大変人気があり、確かこの科目

は抽選で登録したと思うが大講義

室はいつも満席、今でも内容や先

生の声音を鮮明に思い出すことが

で き る ほ ど 秀 逸 し た 講 義 だ っ た

（成績は「優」）。 

ちなみに鳥越先生の著作の中に

『桃太郎の運命』（NHK ブックス、

後に改定されてミネルヴァ書房よ

り刊行）があり、お伽話ナンバーワ

ンの「桃太郎」が時代の変奏におい

て様変わりしていることが論じら

れている。この中で桃太郎は運命

のままに翻弄され、変幻自在に変

身するのである。もちろん童心を

ゆさぶる定番の桃太郎もあれば、

芥川のようにいわばヒール役にな

って平穏に暮らしている鬼の暮ら

しを滅茶苦茶にする桃太郎、はた

また社会の産業化にともない、力

をつけつつあった資本家に対する
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階級闘争的な視点からの桃太郎も

い て 興 味 は 尽

きない（写真：

黒坂平八「桃太

郎征伐」、鳥越、

96 頁）。ここで

は 小 稿 と の 関

係で 15 年戦争

末期の 1944 年、

雑誌「少国民文

化」に掲載された百田宗治の少年

詩「桃太郎出陣」の一部を引用して

おこう。総力

戦体制下、皇

国の子たる桃

太郎に投影さ

れた当時の日

本の姿を垣間

みることがで

き る だ ろ う

（写真：「桃太

郎の海鷲」、鳥越、131 頁）。 

 

「・・日本ぢゆうに桃太郎が産ま

れる。つよい桜色の桃太郎が産ま

れる。日本ぢゆう桃太郎が出陣す

る。一人残らず出陣する。工場に向

かって出陣する。学校に向かって

出陣する。戦場に向かって出陣す

る。海と、空へ 出陣する。・・・」

（鳥越、163 頁） 

 

 ちなみに、歴史学者の鹿野政直

は 朝 日 新 聞 主 催 、 文 部 省 後 援 で

1930 年に始まった日本一の健康優

良児、いわゆる「桃太郎さがし」に

関する論説を書いている（鹿野『健

康観にみる近代』朝日選書、2001

年）。健康優良児は優れた兵士のロ

ールモデルであり、この「体力の時

代」を象徴するメタファーとして

桃太郎は位置づけられたのである。 

ところが敗戦後の作品では、一

変して戦時中の戦意高揚ぶりを自

己批判して日本一を捨て去る桃太

郎が登場する。奈街三郎の学校劇

「ただの桃太郎」（1950 年）はその

中の一つである。一部を引用して

おこう。 

 

「桃太郎  戦争でぼくは、刀と

扇もなくしてしまった。だけど、日

本一の桃太郎という旗印だけは、

だいじに持って帰った。 

いぬ それをまたどうして？ 

桃太郎 いや、かえってみたら、

日本一なんて、とんでもないうぬ

ぼれさ。日本一というのに、ろくな

ものはありゃしない。ぼくだって、

同じことさ。だから、ぼくはきょう

から、日本一の桃太郎じゃない。た

だの桃太郎だよ。」（鳥越、175 頁） 

 

 このような変身ぶりに驚くほか
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ないが、それだけ桃太郎は多様な

顔を持っているということなのだ

ろう。 

 

勧善懲悪の落とし穴 

 

ヒール役としての桃太郎の生き

様は芥川のユーモアと思慮深さを

表しているが、それとは逆に「正義

の味方」として描かれる桃太郎は

勧善懲悪ゆえにナショナルな視点

から権力者にとって恰好のモチー

フとなる。ちなみに大多数のロシ

ア国民からするとプーチンやロシ

ア軍が桃太郎ということか。この

カール・シュミットを彷彿させる

敵と味方あるいは白黒鮮明な事態

に直面すると、人々は救世主とし

ての桃太郎の出現を希求する。「や

っちまえ。たたきのめせ」と。 

 ウクライナ情勢、なかんずく子

ど も 等 の 罪

も な い 市 民

の 殺 害 に 遭

遇 し て し ま

う と 私 は 平

常 心 で い る

こ と が 難 し

い（写真：キ

ー ウ の 瓦 礫

か ら 助 け ら れ る 老 人 、『 朝 日 新 聞

2022 年 3 月 16 日付夕刊』）。たとえ

ば、報道番組等でウクライナ軍が

ドローンを使ってロシア軍戦車な

どを爆破したとか、あるいは旗艦

「モスクワ」が撃沈されたシーン

にでくわせば安堵する衝動を抑え

きれない翻弄された自分がいる。

無辜の子どもやお年寄りを容赦な

く殺戮しているロシア軍の蛮行か

ら、われわれはウクライナ軍の戦

果に快哉を叫んでいないだろうか。

連日、ウクライナの戦況が地図上

で色分けされ、欧米から戦闘機、戦

車、最新兵器がウクライナへ提供

されるのを聞いて、これでロシア

軍を効果的に攻撃できると期待し

ていないだろうか。 

しかし、少し冷静になって考え

てみれば分かることだが、ロシア

軍兵士も人間であり親も家族もい

る。ウクライナの人々と同じよう

に殺されてよい存在ではない。ロ

シアには「兵士の母の会」なるもの

があり、母親たちは息子の安否確

認、遺体の受け取りをロシア政府

に要請しているという。戦争で死

ぬために子どもを産んだのではな

いことはウクライナ、ロシアの母

にとって違いなどない。もちろん、

ウクライナ危機をもらした責任は

ロシアにあり、国連憲章、国際人道

法違反の軍事侵攻を仕掛けたのは

ロシア軍であり、それを指導して
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いるのはプーチンである。批判さ

れるべきはロシアの側にある。 

 上述の『桃太郎の運命』で悪役の

桃太郎とともに登場する犬猿雉の

素性も独特である。要するに、それ

ぞれが貧しいうことである。たと

えば、犬は腹をすかせた野良犬と

して登場する。ロシア軍の中に傭

兵がいるという。プーチンシンパ

のチェチェンのガディロフ特殊部

隊は兵士と市民の区別などお構い

なしに、手あたり次第に惨殺を繰

り返す「勇敢さ」が売りのようだ。

あるいはアラブの独裁者のアサド

政権の下にあるシリア兵も傭兵と

して雇われていると伝えられてい

る。情報戦を考慮しなくてはなら

ないが、これらの国・地域の傭兵の

多くは貧しさから人殺し集団と化

してウクライナ国民を殺すことで

「きびだんご」＝金を得ていると

したら、何とおぞましい光景だろ

うか。 

 

桃太郎がめざす世界 

 

マリオポリの製鉄所の地下壕に

避難しているといわれている子ど

もらの動画が何度も流れるが（写

真：マリウポリの即席の防空壕に

座る女の子、『朝日新聞』）2022 年 3

月 16 日付夕刊）、今何がしたいと

いう質問に

対して、「太

陽がみたい、

美味しいも

のが食べた

い、外に出

たら何を食

べるか決め

ているの」と返答する女の子の屈

託のない笑顔が切ない。それゆえ、

ロシア軍の蛮行を前に「力には力

を（軍事には軍事を）」と軍事攻撃

を礼賛し、けしかけるような風潮

が社会にまん延することを危惧す

る。プーチンを厳しく断罪するバ

イデンアメリカ大統領は、ウクラ

イナ軍への最新兵器の提供には熱

心でも外交面で効果をあげている

とはいえない。日本政府にしても

国連憲章、国際法そして何よりも

日本国憲法の精神から外交努力に

よってロシアを包囲しようとして

いるように私にはみえない。唯一

の戦争被爆国の政府として非核三

原則の遵守そして核兵器禁止条約

による核兵器廃絶の先導役となっ

ているのだろうか。甚だ疑問であ

る。ウクライナ危機を梃子に火事

場泥棒ごとく、数多の尊い犠牲の

上で築かれた日本社会の礎を壊し、

軍事大国化にひた走ろうとする趨

勢に加担すべきではない。 
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鳥越は先に紹介した著作の最後

を、次のような文章で締めくくっ

ている。「桃太郎の流転の運命は、

決して終止符をうったわけではな

い。私たちは、桃太郎が辿った運命

を教訓にして、今後ふたたびこの

愛すべき民話の主人公が、その意

に反した変容を強いられないよう

に、しっかりと見守っていかなけ

ればならない」。 

戦争によって失ってよい命など

どこにもない。国や地域によって、

そこで生活する人々の命の差など

ない。政府の特別専用機はウクラ

イナのように、ミャンマーやアフ

ガニスタン等に対しても「飛べる」

はずである。政府はウクライナか

らの避難民のように、生活保護を

求める国内の人々に手を指し伸ば

すことができるだろう。田辺友三

郎作曲の「ももたろう」では「きは

やさして ちからもち」なのが桃

太郎である。鳥越が「愛すべき民話

の主人公」と語った心意までは分

からないが、しかし、好戦的な言動

を好み人々を戦場に誘いながら、

自らはそのような危険な場所に絶

対に足を踏み入れようとしない無

責任な為政者や評論家でないこと

だけは確かであろう。 

ウクライナの戦況は厳しさを増

している。しかも、長期戦を覚悟し

なくてはならないという英米シン

クタンクの予測もなされている。

先行きは明るくはない。 

しかし、このような惨状にもか

かわらず、世界社会はロシアの軍

事侵攻をとめるべく様々な運動を

続けており、それぞれの運動の規

模は大小様々だが、そこには平和

な社会を復元しなくてはならない

という共通の願いと連帯がある。

私は、そうした地道ではあるけれ

ど道理に照らして輝く運動にかけ

てみたい（写真：ベルリンの平和を

求める 2 月 27 日の運動、『朝日新

聞 』 2022

年 3 月 1

日付）。 

桃 太 郎 に

は 平 和 な

世 界 を 好

み 弱 者 に

優しく、そして理不尽を許さない

力強さが似合うと、私は思ってい

る。   （ 2022 年 4 月 28 日）  

 

 

（付記）  

本稿執筆後、倉持よつば『桃太郎は

盗人なのか？―「桃太郎」から考え

る鬼の正体』（新日本出版社）を読ん

だ。本稿のモチーフとは異なるが、

ここに紹介したい。


